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実践事業 【Ⅳ】 Ⅰ～Ⅴを記入して下さい。

学校名 京都府立　鳥羽高等学校　全校生徒
数

１０６８名

実践学年、
部、講座等

第２学年スポーツ総合専攻クラス、文科スポーツコースクラス、文科
クラス
披講研究部

目　標
（ねらい）

オリンピズムの観点(○印)

 ＜重複可＞

友情（○）  卓越（　　）　尊重（○）

和歌・短歌を通じたオリンピック・パラリンピックの普及啓発活動
オリンピック・パラリンピックと京都文化の融合及び融合成果の発信
スポーツにおける感動・共感・友情を表現し伝える力の育成

実践内容
冷泉貴実子先生による冷泉流和歌の作歌指導及び披講歌の選定
選ばれた和歌の披講による披露（２月１１日　於．金剛能楽堂）
スポーツをテーマにした現代短歌の作歌指導

実施上の
留意点等

オリンピック・パラリンピックと芸術・文化活動との融合や意義を理
解させる。

主な成果
(分析結果)

事後のアンケートによると、スポーツをテーマにした短歌を詠んだ生
徒のうち約６０％弱が、スポーツと芸術・文化の融合や意義を理解
し、機会があればまた取り組みたいと答えた。
また、古典和歌に取り組んだ生徒達も、同じく約６０％弱が今後の取
り組みに意欲を見せていた。
取り組み当初は、オリンピック・パラリンピックと文化・芸術との関
係が生徒に適切に伝わるかどうかを危惧していたが、事後指導として
の「教育レガシー共創フォーラム」の効果もあり、多くの生徒がこの
事業の意味を理解し、今後に対しても意欲的な回答をしたのは成果だ
と言える。

主な課題等
１実施時期の設定（年間の授業計画の中での位置づけ）
２事業に対する教員の理解


